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本年よりJT生命誌研究館の活動を、「年報」としてお届けすることにいたしました。初めて
当館の活動に触れていただく方も多いと思いますので、最初に組織の概要について触れておき
ます。

JT生命誌研究館は、1993年、岡田節人先生を初代館長として設立されました。その後、2002
年からは中村桂子先生を館長に、2020年から私、永田が館長を拝命しております。

JT生命誌研究館のホームページの冒頭に当館の紹介をしております。
「生命誌」とは、人間も含めてのさまざまな生きものたちの「生きている」様子を見つめ、そ

こから「どういきるか」を探す新しい知です。英語では”Biohistory”。地球上の生きものたち
は38億年前の海に存在した細胞を祖先とし、時間をかけて進化し、多様化してきた仲間です。
すべての生きものが細胞の中に、それぞれが38億年をどのように生きてきたかの歴史をしるす
ゲノムDNAを持っています。ゲノムDNAは壮大な生命の歴史アーカイブです。その歴史物語
を読み解き、美しく表現することで、生きものの魅力を皆で分かち合い、生きることについて
考えていく場が「研究館」”Research Hall”です。いのちを大切にする社会づくりに努める仲間
になってください。

このようなコンセプトを実現するためのものとして、当館には4つの研究室が小さいながらも
アクティブな研究を続けております。さらに研究部門と共同して、一般社会へ発信していく表
現部門があり、当館1階、2階の展示ホールにおいて、生命の歴史を小学生から楽しんで見てい
ただける展示をしております。また、研究部門および表現部門の活動を支える事務部門を含め、
全体としては小さな集団ではありますが、他に類を見ないユニークな活動を続けております。

JT生命誌研究館のミッションとして、「生命論的世界観に基づく『科学的知』の創造と、そ

はじめに
館長 永田 和宏
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の社会への還元」を掲げております。
このミッションに基づいて、研究部門においても表現部門においても「進化・発生・生態系」

（evo／devo／eco）をその対象としております。それに加えて、地球上のあらゆる生命を、地球と
ともに生きるものと捉える視点は、実は近年大きな注目を集めているSDGs（Sustainable Development 

Goals）の目指すところと大きく重なります。
JT生命誌研究館では、すでに30年近く前からSDGsの思想を実現しようとしてきたのだと言

っても過言ではありません。そのような観点から、研究機関、教育機関、企業等に積極的な参
加を求められているSDGsの具体的な目標に対しても、特に関係がある分野について取り組み
を進めております。

JT生命誌研究館のミッションに掲げている『科学的「知」』をどのように社会に還元してい
くかは、もっとも大切なポイントの一つであることは間違いありません。当館では、従来より

「科学のコンサートホール」として、科学を、音楽や芸術を楽しむように楽しんでいただくとい
うことを大切に考えてきました。さらに一昨年からは、それに加えて、来館者に『問いを発掘
する場』として、当館を位置づけようとしております。来て、見て、楽しんでいただくだけで
はなく、自ら問いを発することによって、積極的に科学（サイエンス）に参加していただきたい
という思いからです。

科学は一方的に知識を伝えるものではなく、共に考えるというところにこそ、科学のおもし
ろさがあり、その意義があると考えております。そして科学的事実としてわかっていることに、
素朴な疑問を持つところに、若い世代が真に科学に興味を持ってもらえる契機があると考えら
れます。専門家も一般の方々も、共に考え、共に問うための場として、いっそう研究を、そし
て、その表現を充実させていきたいと考えております。

F o r e w o r d
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ようこそ
JT生命誌研究館へ！

研究館の３階のある実験室フロアでは、チョウ、クモ、コバチ、カエルなど生きものたちを見つめて、生きものが、
どのように生まれてくるのか（個体発生）、どのように多様な生き方をするようになったのか（進化）、そして、
生きもの同士がどのように関わり合っているのか（生態系）を探っています。

階段の 1 段が約 1 億年です。38 億年の生きものの歴史を足でたどり、永い時間を実感できます。生きものの 38 億
年の歴史を多様性と共通性の 2 つの切り口からたどる展示です。

「生命誌の階段」
（1Fエントランス）

実験室フロア
（3F）
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JT生命誌研究館は、大阪府高槻市にあります。1993年の開館以来、「自然の一部である私たちが健全に生き

てゆく礎は、自然を深く知ることにある」と考えて、小さな生きものにも愛おしく目を向け、一つ一つの生きものが

どのように生まれ、ほかの生きものと関わり合いながら、それぞれの世代をつないでいるのかを探っています。

研究館の屋上には、小さな庭があります。チョウの成虫が蜜を吸う花と、幼虫が好んで葉を食べる植物（食草）を
育てる「食草園」です。四季を通じて、さまざまな虫たちがここを訪れ、植物と昆虫の関わり合いのドラマを演じ
ています。研究と日常をつなぐ生きた展示です。

展示ホールは、研究から見えてきた生きものの世界を楽しむ場です。正確に、楽しく表現した展示を通して「生き
ているって どういうこと？」かを感じ、考え、語り合いましょう。そのための催しもあります。

Ω食草園
（4F）

展示ホール
（1,2F）





総括 報告
Generalization report

I
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2020年に引き続き、2021年も新型コロナウイ
ルス禍での運営を強いられることになった。
2020年のように、サイト全体がクローズし、実
験や採集をストップせざるをえない事態には至
らなかったものの、不要不急の外出自粛要請、
春秋2度の臨時休館を余儀なくされたこと等か
ら、来館者が少ない状況が続いた。このような
状況下にあって、対外活動を沈滞させないため
に、新しく二つの方策を模索し、どちらも大き
な効果があったと考えている。

第一は、日曜開館に踏み切ったことである。
JT生命誌研究館では、創立以来、日曜日を休

館日としていたが、博物館等、展示を行ってい
る施設では、土曜日だけではなく日曜日も開館
していることから、当館も多くの方々に来館い
ただくため日曜開館に踏み切り、休館日を月曜
日のみとした。日曜開館に伴い、館員の休日を
土曜日および日曜日から日曜日および月曜日に
変更した。この変更より、「生命誌の日」などの
来館者の多い土曜日が出勤日となり、イベント
等の運営が効率化されるという効果も生んだ。
結果、今年度の来館者数は、7月以降、臨時休
館を実施した8~9月を除いては、昨年実績を上
回り、11~12月にはコロナ前の2019年を大幅に
上回った。

第二は、常設展だけでなく、企画展を開催し
たことである。

第一回の企画として「食草園が誘う 昆虫と植
物のかけひきの妙」展を7月から11月の5ケ月
間の予定で開催した。好評により12月末まで開
催を延長したが、コロナ禍にもかかわらず、多
くの来館者が熱心に案内ガイドの説明に聞き入
っていた。これに連動させる形で、尾崎克久研

究員、蘇智慧研究員による講演と討論会を開催
し、まさに当館のエッセンスの一部を披露する
ことができたと考えている。また、企画展に関
連した紹介動画や記録映像を制作し、発信・発
表の機会を得たことも、来年度以降の活動機会
の増加に繋げられるものとなった。企画展は、
今後も開催していく予定であり、開催の都度、
これまでの来館者をもリピーターとして呼び込
むことにより、当館の魅力をいっそうアピール
していく努力を続けていきたい。

2020年からスタートした館長主催のシンポジ
ウム「生命誌から生命科学の明日を拓く」は、
第一弾として、2020年9月12日に京都大学iPS
研究所の山中伸弥所長に講演と対談をお願いし
たが、第二弾として、2021年9月11日に東京工
業大学榮譽教授の大隅良典先生をお迎えして、
基調講演と永田との対談を行った。コロナ禍で
の開催ということからライブ配信としたが、多
くの高校生にも視聴していただき、質問も多く
寄せられ、この開催の定着を実感することがで
きた。第一弾、第二弾とも、それぞれ京都大学
iPS研究所、大隅基礎科学創成財団との共催と
いう新しい形を模索し、それが成果を収めたこ
とも喜ばしいことであった。来年度以降も、こ

館長報告
館長 永田 和宏
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のシンポジウムは継続していく考えである。
また、大隅良典・永田和宏共著『未来の科学

者たちへ』（角川書店）という一冊を出版するこ
ともできた。理系離れ、研究者志望の若者の減
少という事態への焦慮から刊行を企画したもの
であったが、少しでも基礎研究のおもしろさ、
研究への興味に目覚めてくれる若者が増えるこ
とを願っている。

館長就任後、コロナ禍ということもあり館員
一人ひとりと対話する機会を設けることができ
なかったが、ようやく12月に個別面談を実施し、
忌憚のない意見を聞くことができ、また、一人
ひとりをよく知ることができた。JT生命誌研究
館は、一つの企業体であるだけではなく、大阪

大学から大学院生も受け入れ、また博士研究員
が奨励研究員として働いている場でもある。企
業であるとともにアカデミアの性格をも持って
いる研究施設であるという特性を、今後の館運
営にも生かしていきたいと考えている。

総じて言えば、この困難な状況下にあって、
それなりのアクティビティを保持したまま活動
を展開してきた一年であったと考えている。
2023年には設立30周年を迎え、記念行事の開催
に向けて準備を開始しているところである。意
義のある記念行事となるよう万全の準備を整え
たいと考えている。

顧問報告
顧問吉田 賢右

1.	 研究進展について
昨年に引き続き、研究セクターで進んでいる

研究についてフォローし、時に意見を述べてき
た。2021年に進行中の研究の中で、特に成果の
期待を抱かせるいくつかについて、顧問として
意義を述べる。

当館の4研究室では、小動物を使用し発生、
進化、生物間の相互作用の研究を行ってきた。
小動物はクモ、カエル、コバチ、チョウ、オサ
ムシ、プラナリアなどで、大きな飼育施設は必
要なく、また一般の人にもなじみのある小動物
で、開かれた展示スペースを持ち社会への発信
を行う当館で行う研究には好適な生き物であ
る。これらの小動物は、生理現象の分子的な機
構がシンプルであることが多く、その点でも当
館のような小さな研究グループの研究に向いて

いる。
以前は、小さな動物から核酸（遺伝子）やタ

ンパク質を分析可能な量だけ得ることは大変困
難な作業であり、ショウジョウバエなどのモデ
ル動物を中心に研究が進んできた。しかし、最
近では、様々の微少量実験キット、分析の外注、
大量のデータの解析技術などの発達によって、
野生種を扱うことによって、より深く面白い研

G e n e r a l i z a t i o n  r e p o r t
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究ができるようになった。
小動物の中でも特に昆虫は、非常に多くの種

に分化して高度の能力を発達させており、世代
交代が早いため、種分化や遺伝学の研究に向い
ている。蘇研究室及び尾崎研究室では、その分
子生理と種相互の関係の中で種分化が起きる過
程を研究している。最近では、種の中の一部の
集団がある植物が好きになって適応していくと
いうだけではなく、「ある植物を忌避するように
なることで元の種との分離が進む」という可能
性を分子生理学的に追跡するなど、示唆に富む
研究が進行している。
「単純な卵からどのようにして複雑な成体がで

きていくのか」は、生物学の大問題である。ク
モの卵からの発生を研究する小田研究室では、
胚発生の最初期から数千の遺伝子の時空間的な
発現の追跡に成功しつつあり、それらの相互作
用のシークエンスとして発生を明らかにしよう
としている。

生体のさまざまな器官や組織は、幹細胞が分
化して形成される。その過程の詳細な理解は、
重要な課題である。一般に幹細胞分化は、複線
的な経路に多数の制御因子が複雑に絡んでくる
現象であるが、再生能力の旺盛なプラナリアを

扱う橋本研究室では、プラナリアでは再生にと
もない単純で直線的な幹細胞分化が起こってい
ることを見出して解析を開始している。進展が
待ち遠しい。

2.社会への発信活動
JT生命誌研究館のホームページに「顧問室の

窓」というページを設け、様々なテーマについ
て、事実（データ）と論理と想像力で、つまり
科学的に考えるとこういうことではないか、と
いうことを掲載してきた。科学的な思考は科学
者にだけ必要なものではない。おおげさに聞こ
えるかもしれないが、市民が科学的に考える（考

えようとする）ことは、これからの社会の存続に
必須のものとなっていると思う。科学的な思考
とは、「過去現在起きていることを理解すること
によって、これからのことをできるだけ正しく
予測しよう」ということである。逆向きに定義
すれば、「未来を正しく予測できる思考は常に科
学的な思考である。」ささやかであるが、その範
例を示すことができたらいいという気持ちで、
7編発表した。新型コロナに関わる論考が多く
なったが、様々なタイトルで発信していきたい。

顧問報告
顧問近藤 寿人

1. 表現ディレクターとしての
活動

2021年から、顧問 兼 表現ディレクターに指
名された。表現セクターの活動を盛り上げると
ともに、表現セクターと研究セクターと が連携
した活動を進めた。
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「企画展を定期的に開催するとともに、日曜日
を開館日とする」という本館の方針に添いつつ、
表現セクターからの発信の広がりと強化をめざ
した。季刊誌やホームページ記事でその号のテ
ーマを掘り下げることには十分の実績があり、
そのテーマと連携した形で企画展を開催し、運
営することとした。表現セクターのこれまでの
活動の自然な発展型である。

2021年は、企画展「食草園が誘う昆虫と植物
のかけひきの妙」を約半年間開催した。表現セ
クターのメンバーの発案によって、（1）企画展
の中に当館の研究内容を取り込み、（2）チョウ
と幼虫の食草との関係をディスプレイするシス
テムを導入するなど、JT生命誌研究館の展示に
新しい見所を加え、さらに（3）動画「食草園
が誘う昆虫と植物のかけひきの妙」を作製して
今後の情報発信につなげることになった。

2. 実験の安全管理
顧問兼 実験動物管理者・遺伝子組換え実験安

全主任者として、当該諸実験の適正な実施に留
意した。当館では、実験動物の対象を、法令が

対象とする羊膜類（哺乳類・鳥類・爬虫類）の範
囲を超えて、多細胞動物の全てを対象としてい
る。館員は、自然界で採取した動物を使う場合
でも可能な限り当館で飼育するなど、自然界で
の採集の数を少なくすることに努めている。

動物実験、遺伝子組換え実験に関する安全講
習会では、法令の要点について解説して、適正
な実験の実施を徹底するとともに、実験研究者
以外の館員に対しても現代の潮流の中でのこれ
らの実験に関わる諸課題についてセミナーを行
っている。今年は、ゲノム編集食品などを例と
して、ゲノム編集を話題とした。

3. 教育活動
中学・高校からの団体見学等で講義を求めら

れる際には、動物の発生や生物の進化などの視
点をも取り入れながら、多様な動物種の中で、
ヒトはどのような生き物であるのかを客観的に
考えるための講義を行っている。また、一般向
けとして行った講演を、YouTube等で公開して
いる。
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今年度は、結局一度も高槻市にあるJT生命誌
研究館に足を踏み入れることのないままに終え
ることになりました。具体的にはホームページ
の「語り合う」のページでエッセイ『ちょっと
一言』を半月毎に書き、それへの反応にはお返
事を書くという小さな関わりだけで過ごしまし
た。
「生命誌」という知を「研究館」というユニー

クな場で実践する活動は、26年間の実践を踏ま
えて順調に進められていると思いますので、よ
り自由度の高い活動によって広がりを作る役割
をするつもりで「生命誌」と向き合う一年でし
た。

昨年も書きましたが、COVID-19のパンデミ
ック体験後の社会はどのようにあったらよいの
だろうという問いを多くの人が持っているとい
う感じは、今年も同じように続きました。今年
はそれに加えて気候変動（異常気象）への関心が
高まり、とくに若い世代、子どもたちの動きが
目立ちました。

ウイルスのパンデミックと気候変動は、共に
人間の自然との向き合い方を問い直すものであ
り、そこでは「人間は生きものであり自然の一
部」というあたりまえのことに眼を向ける必要
があるという生命誌からの発信が重要です。事
実、このような視点からの講演や原稿の依頼が
多くありました（オンラインがほとんどで、週に

1、2回話をしました）。
COVID-19については、今後の社会という問

題が大きくありますが、日本の生命科学のあり
ようを問うものでもあったのではないでしょう

か。感染症への対応、ワクチン開発などを含め
て、基礎科学、基礎医学としても問題ありなの
に、研究者集団として納得できる誠実な対処が
見られなかったのはなぜでしょう。

エネルギー問題など具体的な形での社会のあ
りようを考えなければならない緊急性をもつの
は気候変動であり、事実脱炭素、SDGsなどの
言葉に代表される動きが見えています。しかし
国や企業などの組織としても、政治家、官僚、
経営者、研究者など個人としても、近代文明社
会のもつ成長・進歩の目標を変えることなく進
めているところに大きな問題があります。

生活者は、本質を変えなければならないとい
う意識を持ち始めているけれど、社会としては
意識を変えられないままに具体策を出さなけれ
ばならないという状況になっているために、歪
みが生じています。「水素社会」という、本質と
しても技術としても疑問の多い言葉が、検討の
ないまま用いられているのなどはその例です。

生命誌には、ここへの答えを探る大事な役割
があります。以前から、「重ね描き」をし、専門

名誉館長メッセージ
名誉館長中村 桂子
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家であると同時に生活者である一人の人間とし
て考え、行動することを提案してきましたが、
その大切さは増しています。その中で本年度提
案し、多くの立場から支持を得たのが、「私たち
の中の私」という考え方です（図）。

昨年、25年の研究館活動を踏まえて、「わた
しの今いるところ、そしてこれから」を探すと
書きましたが、その試みとしてまず探し出した
ものです。
「人間は自然の一部」という生命誌の基本にあ

る事実認識を、「私たち生きものの中の私」とす
ることで、DNA、細胞を共有する存在として他
の生きものたちとつながりながら存在する私の
姿がイメージされます。しかもそれは地球・宇
宙へと広がるイメージも生み出し、「私」が大き
な広がりの中での存在となります。

ここから出発して私を「私たち人類の中の
私」、「私たち家族の中の私」などさまざまな関
わりの中に置くことによって、私を大事にしな
がら、常に大きな広がりとつながりをもつ存在

として認識できます。ここから生まれる生き方
がこれからの生き方になるという提案であり、
さまざまな場で提案し、受け容れられつつあり
ます。

具体的な活動の一つ一つは記しませんが、一
例だけ、女性誌『家庭画報』の扉の部分に、毎
月書いた文を記します。女性編集者の「自分が
生きることについて、生きものという切り口で
考えたい」という求めに応じて、その時その時
にふと口をついて出た言葉を記したものです。
一つ一つに、300字ほどの文をつけました。ま
さにふと出たものですから、これが最も大事と
か全体としてメッセージを出すというものでは
ありませんが、受け止めてもらえたように思い
ます。

1月 唯一無二という言葉は
 あなたのためにあるのです

2月 小さな生きものを 見つめて生まれる
 愛ずる心

G e n e r a l i z a t i o n  r e p o r t
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3月 生きるとは 時間を紡ぐこと
一秒一分をていねいに

4月 生きものの中で人間だけがもつ 想像力

5月 人間はいつも 私たちの中の私なのです

6月 人間中心でなく 人間尊重にしましょう

7月 あなたが その形で生まれる陰に
細胞の死がある

8月 二足歩行は思いやりの形

9月 森がなければ 人類は生まれなかった

10月 胎盤の遺伝子はウイルスから

11月 ナズナとアリと私
同じで違い 違って同じ

12月 いのちは続くもの つながりながら

もう一つ、「村」について考えたことにも触れ
ておきます。NPOスローライフ・ジャパンの活
動として、奈良県十津川村を訪ね、村の方たち
と話し合いました。近鉄橿原神宮前駅から車で
3時間ほどの不便な場所です。東京都23区と同
じ面積を持つ日本一大きな村ですが、急峻な山
を覆う森林が96％を占めます。
「森林と不便さ」は人類の原点を思わせ、高層

ビルの林立する都会では構想できない未来が見
えてくるように思いました。近年多くの人類史
の書物で指摘されている歴史の見直しは、「村」
を考えるところから見えてくるかもしれないと
思いもしました。これから考えたいテーマです。

科学は権力・経済力を求めての競争のために

あるものでないことは明らかです。科学がわか
らせるのは科学でわかることだけであることも
明らかです。「本地尋ぬる」を忘れずに考えてい
くと、生きものが何を語るか。生命誌がそれを
楽しむ知として育っていくことを願っています。

SICP（現在の表現セクター）に在籍した人たち
が、工藤光子さんを中心にNPO法人SICPを創り
活動を始めました。小さな活動ですが、面白いこ
とを考え、表現していくグループになっていくと
期待しています。応援していこうと思います。

著書：
『中村桂子コレクションⅦ いのち愛ずる生命誌 生る 
宮沢賢治で生命誌を読む』藤原書店

『生きている不思議を見つめて』藤原書店
『わたしのなつかしい一冊』毎日新聞出版社（共著）
『「問う」を学ぶ』トイビト（共著）
『日本人の忘れもの』京都新聞出版センター（共著）
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表現を通して生きものを考えるセクター

多様な表現媒体を活用して"生命を知る" 
知を社会と共有する。

JT 生命誌研究館の開館以来、発行を続けている季刊「生命誌」は、「生きている」を見つめ「生きる」を考える表
現セクターの活動の主軸です。創刊時は冊子で、2002 年から WEB とカードと書籍の組み合わせで発行し、表現
の工夫から新たなグッズや展示などの展開が生まれました。これからも新たな表現に挑戦してゆきます。

2021 年の夏から開催した初めての企画展「食草園が誘う昆虫と植物のかけひきの妙」の準備風景。企画展示室「昼
と夜を分けたチョウとガの進化」の中央パネル「ナミアゲハが見る色の世界」を設置している様子。

JT 生命誌研究館の開館以来、発行を続けている季刊「生命誌」は、「生きている」を見つめ「生きる」を考える表
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研究成果やそこに至る考えをどのように表現するか、独創的な表現は新しい考えを生み出す源泉です。科学も、

音楽や絵画のように人の心に伝わるものでなければ社会に入りこむことはできません。表現することで、科学に

ついての新しいアイデアも生まれます。気持ちを込めて、独自で美しいものをつくる、この基本姿勢で表現を通

して生きものを考えるという挑戦です。

昆虫と植物の関わりを考えた企画展で「擬態」を紹介するコーナーに飾られた紙工作「とびだすそっくり生きもの」
シリーズからハナバチとハナカマキリ。どちらも蘭の花と深い関係があります。

記録映画「食草園が誘う昆虫と植物のかけひきの妙」より（天井から吊り下げた GoPro で撮影）。2022 年 7 月 3 日（土）
の企画展オープンに向けて、展示ホールの最終点検。

C o m m u n i c a t i o n s  &  P r o d u c t i o n  S e c t o r  r e p o r t

して生きものを考えるという挑戦です。



１．表現ディレクター報告

表現ディレクター 近藤 寿人

2021 年は、表現セクターが関わる JT 生命誌

研究館の活動に、企画展の定期的な開催と日

曜日開館という、新しい広がりがあった。本館

から発する科学に根ざしたメッセージを、よ

り多彩なアプローチでより多くの機会を捉え

て伝えることを目指している。季刊誌やホー

ムページの記事で取り上げるテーマと、企画

展のテーマとを連携させて、それぞれの内容

を充実させた。企画展を素材とした動画も制

作し、今後の配信に備えている。SNS をはじめ

とするインターネット配信を充実させるとと

もに、情報管理にも努めている。

２．活動報告

チーフ     村田 英克 平川 美夏

スタッフ     齊藤 わか 星野 敬子 中井 彩香

館内案内スタッフ 渡辺 喜美子 藤原 正子

JT 生命誌研究館では、小さな生きものを見

つめ、身近な自然の中から新しい「問い」を見

出す研究を行い、その研究を魅力的に表現し

て、皆と一緒に「生きている」ってどういうこ

とかを考えている。

JT 生命誌研究館の屋上に、小さな庭がある。

チョウが蜜を吸う花と、幼虫が葉を食べる植

物を揃えて、チョウの訪れを待つ「食草園」で

ある。食草園は昆虫と植物のかかわりを探る

研究の場であり、地域の自然と人々をつなぐ

表現の場として、JT 生命誌研究館のシンボル

となる展示となっている。

表現セクターは、今年、この「食草園」をモ

チーフとして、昆虫と植物の関わりを探るさ

まざまな生きもの研究に取材し、研究の魅力

を伝えるさまざまな媒体による表現に取り組

んだ。全国の読者に発行を続ける季刊「生命誌」

やインターネットによる工夫を凝らした発信、

展示ホールでは、今年から、企画展の開催と催

しを連動させて、今、生命誌が注目する研究を

積極的に伝える試みを始めた。

展示ホールの運営においては、新型コロナ

ウイルス感染症対策の必要から休館の時期も

あったが、来館者に安心して滞在いただける

展示ガイドプログラムの開発などに積極的に

取り組んだ。さらにコロナ禍の下での活動発

信の工夫として、制作に力を入れたネット配

信用動画の蓄積から、各地のシアターや上映

会で利用可能な記録映画を制作した。

近年のSDGsなどへの関心の高まりを背景に、

多様な生きもののつながりの中で人間の文化

を考えるJT生命誌研究館の活動理念に共感す

る声や、さまざまな団体から授業や催しへの

参加要請も増えている。

こうした一つ一つの声に応える取り組みに

学びながら、科学としての生きもの研究の魅

力を伝え、それが日常を生きる知恵となる広

がりを生み出す、研究と表現が一体となって

活動するJT生命誌研究館ならではの新しい表

現を求めて活動を続けている。

020
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２−４．企画展と催し

担当 平川 美夏

JT 生命誌研究館の展示ホールは、人々が自由

に訪れ、思い思いの時間を過ごす場である。生命

誌の考えの背景となる DNA、ゲノム、細胞などの

私たち生きものが生きていることを知る展示や

生きものの38億年の歴史のエポックを題材とし

た物語の展示など、大小 20 を超える展示が来館

者を迎えてきた。しかし、2020 年から 2021 年に

かけて、展示ホールはコロナ感染対策のための

休館期間があり、触れて操作する展示の多くを

停止または接触禁止にせざるえない状況に追い

込まれた。手にとって見る標本、観察を体験でき

る顕微鏡、パズルで操作する映像など工夫を凝

らした展示の本来の機能を楽しむことが叶わな

い、この制限された状況は、展示制作の方法、展

示ホールのありかたを考えるきっかけとなった。

言葉や映像で伝える表現で、来館者を惹きつけ

る方法の大切さが求められるのである。

2021 年、私たちは展示ホールを何度でも訪れ

たい、人の集う魅力的な場所にするため、テーマ

を決めた展示を期間限定で刷新する企画展の開

催を新たな方針として掲げた。そして、既存の展

示で混み合っていた、展示ホールの中央スペー

スを自由につかえる空間としてデザインし、ま

た、接触型展示が中心であった展示室を企画展

示室として、企画ごとに新鮮な印象を演出する

場へと衣替えした。最初の特別展のテーマは、JT

生命誌研究館の今を伝える季刊「生命誌」の特集

から「食草園」と決めた。コロナ禍の折、人々の

外出の機会が限られるなか、身近な自然に目を

向けるきっかけは生活を豊かにするはずである。

JT 生命誌研究館４階にある「食草園」を「身近

な自然」の代表として、そこに育つ植物、訪れる

昆虫の間で繰り広がられる物語を描く展示を企

画し、タイトルは永田和宏館長の提案で「食草園

が誘う昆虫と植物のかけひきの妙」と決まった。

JT 生命誌研究館の展示ホールを舞台に季刊誌の

特集から広がる昆虫と植物の織りなす世界が展

開され、記事の読者も初めて見る来館者もそれ

ぞれの楽しみ方ができる内容を心がけた。

展示は、展示ホールの中央から奥の空間を、二

階に吹き抜けの天井とそれに続くホール奥の弧

を描いた壁までいっぱいに使いデザインした。

入り口には、季刊生命誌カードで二連の画面に

展開したメッセージ画像を等身大のパネルに広

げタイトルバナーとして配置した（図１）。

展示ホール中央スペースには、季刊誌105号、

106 号の記事を中心に「昆虫と植物のかけひき」

の面白さがあり、身近でありながら、意外性もあ

るトピックスを選び、パネルを配置した。全体を

伝えるメッセージは、「感じる応じる植物」「感じ

る応じる昆虫」として、会場に入るとまず目に飛

び込むように天井からバナーを吊り下げた。俊

敏に動き回る昆虫に対して植物は静的と考えら

れているが、昆虫に劣らず昆虫の発するシグナ

ルを感じ対応する知恵をもつことを表している。

季刊「生命誌」の記事からは、105 号の「植物の

遺伝子を巧みに操る虫こぶ形成のしくみ」、106

号の「植物の匂いが結ぶ植食者と寄生バチの関

係」を取り上げ、パネルによる解説に加えて、そ

れぞれ虫こぶの標本、匂いの実験の器具の実物

を展示台に飾った。また、106 号の対談記事 TALK

から、フランス文学者でファーブル昆虫館館長

の奥本大三郎氏と永田和宏館長の対談の動画を

視聴する一角を設けた。ファーブル昆虫館の昆

虫に囲まれた日常の中で交わされる昆虫談義に

奥本氏のコレクションの美しい蝶の標本が彩り

を添え、つい足を止め聞き入るしくみである。展

示で新たに加えたトピックスでは、昆虫の知恵

として擬態するアゲハチョウの幼虫と蛹、植物

の知恵として昆虫の産卵を監視し防護するしく

みを紹介している。また、中央の展示台には季刊

生命誌カードの人気コンテンツである紙工作か

ら、2015 年の「とびだすそっくり生きもの」の

C o m m u n i c a t i o n s  &  P r o d u c t i o n  S e c t o r  r e p o r t
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２−５．映像発信による生命誌の広がり

  〜JT 生命誌研究館の魅力を伝える〜

担当 村田 英克

2021 年度より、これまで休館日であった日曜

日を開館し、常設展だけでなく、毎年、企画展を

実施するという新たな館の運営方針を永田館長

が打ち出された。当館の魅力を、より多くの方々

に知っていただきたいという館長の思いからで

ある。表現セクターでは、展示、季刊誌、ホーム

ページ、映像、催し、グッズなどの媒体を駆使し

て、生きもの研究の魅力を発信しているが、活動

の中心は、春夏秋冬の折々に発行する季刊「生命

誌」である。その時々のテーマに沿って、今、行

われている館内外の最新研究に取材し、その面

白さを表現している。今年度は、この季刊「生命

誌」の取り組みを通して、「食草園」をモチーフ

に昆虫と植物の関わりを探る研究を取り上げ、

その成果を企画展としても展開することとした。

チョウの食草や吸蜜植物を育てる食草園は、

いろいろな昆虫が訪れるが、いつでもドラマが

見られるというわけではない。これまでも、日々

の観察によりスタッフが記録した写真などを活

用して、食草園を伝える工夫をしてきたが、企画

展に向けて、今年は、動画映像による観察記録を

行うことにした。また近隣の街路樹や住宅地の

庭木、近くを流れる芥川の河原の植物を利用す

るものたちが研究館の食草園にも飛来すると考

えられ、地域の自然とつながっているという食

草園の特徴を伝える素材として、研究館周辺に

見られるチョウと食草の様子も撮影した。これ

らの映像は、企画展での活用を考えてのことで

ある。同時に、「食草園特設 WEB サイト」コンテ

ンツの一部として、昆虫食性進化研究室の研究

を伝える動画として、アゲハチョウのドラミン

グや産卵行動、尾崎研究員による研究紹介の動

画も作成した。

当館による近年の映像作品には、JT 生命誌研

究館が 20 周年を迎えた 2013 年に製作した短編

記録映画「自然を知る新たな知を求めて」がある。

その内容に、20 周年記念に創作した舞台「生命

誌版セロ弾きのゴーシュ」のメイキング映像や

季刊「生命誌」の対談などを加えて、長編記録映

画「水と風と生きものと 中村桂子・生命誌を紡

ぐ」を製作し、2015 年に劇場公開した（図１）。

本作は全国のミニシアターや上映会で、生命誌

のトーク・展示・グッズを組み合わせて、当館の

活動を知っていただく場づくりを展開するきっ

かけとなり各地で歓迎された（図 2）。映画の魅

力は、大きなスクリーンを介して、観客を知らな

い世界に連れて行ってくれる（疑似体験）ところ

にある。この経験から、劇場公開終了後も、当館

を訪れたことのない方に、映画鑑賞を通して当

館の魅力を伝える場として「生命誌を考える映

画鑑賞会」（高槻現代劇場共催）を主催し、毎年、

秋に実施してきた（図 3）。JT 生命誌研究館の活

動の基本は生命科学であるが、生命科学から生

まれた知見は、生活者ひとり一人の日常に活か

されて、初めて生きた知恵となると考えている。

そこで、映画鑑賞会では、毎年、「物語」「自然」

「音楽」「食」「言葉」などのテーマを扱った良質

のドキュメンタリーと生命誌の映画とを併せて

鑑賞する番組編成として、生活文化としての「生

命誌」を提案してきた。この６年間の映画鑑賞会

の活動を通して、旧作に加え、JT 生命誌研究館

の現在を伝える新たな記録映画をプロデュース

したいと考えるようになった。

今年度は、「食草園」をモチーフに撮り溜めた

映像に加えて、コロナウイルス感染症対策とし

て、昨年度から館の催しはオンライン併用で、す

べて動画で記録していた。永田館長が、次世代の

若者に科学の魅力を伝えることを願って発案さ

れ、実施しているシンポジウム「生命誌から生命

科学の明日を拓く」（図 4）を始めとする館の催

しは、ライブ中継の後も動画アーカイブ（図 5）

として配信を継続している。それらの映像も活
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研究の表現には定石も正解もありません。まず表現したい研究を選び、スタッフ一人一人が考え、
議論し、ものづくりのプロと協力して作品をつくり上げます。生きものを基本に置く社会づくり
にまでつながることを願って、皆さまの展示ホールへのご来館をお待ちしています。

写真上：展示ホール「細胞展」の前で、表現セクターメンバー（撮影：2021年3月11日）。
写真下：研究館前の桜の木の下で、館内案内スタッフ（撮影：2022年3月30日）。
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研 究 セ ク タ ー

ユニークなアプローチで、生命の本質に
迫る発見をし、新たな知を創る。

チョウは食草の選び方を生まれながらにして知っています。本
能のしくみを分子の言葉で理解し、どの様な変化が進化を引き
起こしたのか解明します。

私たちがモデル生物として開拓したオオヒメグモを中心に細胞
や形作りの仕組みを調べ、昆虫や脊椎動物と比べることによっ
て、動物多様化の根底に存在する基本原理を探ります。

チョウが食草を
見分けるしくみを探る
昆虫食性進化
研究室

ハエとクモ、そして
ヒトの祖先を知ろう
細胞・発生・進化
研究室
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「生きている」を支える基本は細胞です。私たちはそれを出発点に発生・進化・生態系という切り口で、チョウ、ク

モ、コバチ、カエルなど生きものたちの物語りを読み解いています。卵（一つの細胞）からクモやカエルの形がで

きていく発生、昆虫の多様性や植物との共進化、チョウの食草選択など興味深いテーマがたくさんあります。

進化研究の原点は観察と比較です。分子レベルの比較、表現型
の比較、そして分子から表現型に至る過程の比較を通して、進
化・種分化のきっかけとメカニズムを探ります。

脊椎動物の「かたち作りの進化」を、細胞増殖と分化そして組
織移動の観点から、カエル・イモリ・プラナリアを用いて考え
ています。

R e s e a r c h  s e c t o r  r e p o r t

DNAから進化を探る
系統進化
研究室

カエルとイモリの
かたち作りを探る
形態形成
研究室



研究ディレクター 吉田 賢右

2021 年 4月から「研究ディレクター」に就任

した。研究ディレクターは、研究室の間の意見

の取りまとめ、外部発信及び研究実験に伴う

様々な事務や作業などを調整し、承認する立場

である。

1. 外部研究費、成果発表

2021 年度の館長方針として、研究員に科研

費など競争的外部研究資金の獲得を奨励し

た。結果として競争的外部研究資金は、2020

年度の 5件 960 万円から 2021 年は 6件 3,081

万円と飛躍的に増加し、大型の分析機器の購

入や間接経費を使用し研究環境を整備するこ

とができた。

2021 年度の原著論文発表は６報であった。

オンライン化が急速に進んだ学会での発表も

旺盛に行った。また、科学コミュニティーに

貢献するデータベースや一般市民も使える科

学探索ソフトの公開なども実施した。

2. 外部発信

従来、表現セクターに協力する形で月 1回

の「生命誌の日」（第三土曜日）の研究員レ

クチャー（講演会）やサマースクール、オー

プンラボなどを実行してきたが、「研究者と

して積極的な対外発信をする」との館長方針

を受け、研究セクターが主体となって企画す

ることとした。2021 年度はコロナ禍のため、

サマースクール、オープンラボは開催できな

かったが、研究員レクチャーは、コロナ禍に

よる臨時休館中も Web により毎月休まず開催

した。

2022 年度は、講演者を当館の研究者のみな

らず外部の研究者を招聘し、内容も中高生を

含む一般向け、最新の情報を含む一般及び研

究者向けに区分し、対象者のレベルやニーズ

に合ったものにしたいと考えている。

各研究室は、JT 生命誌研究館のホームペー

ジでもラボ日記、研究の進展、成果の解説、

質問に対する回答など馴染みやすい発信を続

けている。

3. 人材育成

2021年度は提携している大阪大学大学院か

ら派遣されている4名の大学院生の指導を行

い、内2名が2021年3月に修士を卒業した。い

ずれも論文として出版できる研究成果をあげ

ている。また、現在在籍中の1名は、大阪大

学から若手研究者の奨学金（次世代挑戦的研

究者育成プロジェクト）の採択を受けた。

当館の研究員は、他大学や高等学校で講義

を行っており、また高等学校の理科クラブの

生徒に実験を含め研究指導も実施している。

各研究員は研究補助員に対しても日常的に

最前線の情報や実験を指導しており、研究補

助員の実験研究能力は年ごとに向上してい

る。2021年度は、更に向上すべく社会人大学

院に入学する研究補助員も現れた。

4. 研究事務管理

現在では科学実験を行うためには、経理、

労務、薬品、安全管理、諸報告の作成・管理

など多量の事務処理が必要となってきてい

る。大学においては、教員数の約半数である

事務職員が忙しく働いているが、それでも研

究以外の業務によって教員の研究時間が削ら

れ、それが最近の日本の学術研究衰退の原因

の一つと言われている。

当館は、研究員 9名、大学院生 2名、研究

補助員 4名の小規模研究施設であるが、大き

な研究施設とほぼ同じ形式の諸研究事務は必

要であり、わずか数名の事務部門で適切に事

務処理を実施している。研究セクターとして

は、外部資金管理を担当する事務員の採用、

経理業務効率化のための会計管理ソフト導入

など実現し、事務部門での負担が大きく増え

ることがないようまた、研究室メンバーが研

究に集中できる環境の確保に努めてきた。引

き続き、事務業務の軽減、研究環境の改善を

推進していきたい。
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チョウが食草を
見分けるしくみを探る

昆虫食性進化
研究室

室長　尾崎克久

アゲハチョウの仲間の幼虫は、決まった植物
だけを食べる。メス成虫は、自らは食べない
葉の味見をして、適切な植物を選んで産卵
する。どの植物に卵を産むべきかは、生ま
れながらに知っている。植物も一方的に食
べられているわけではない。光合成で防御
物質を作り出し、化学的に身を守っている。
食べる側と食べられる側の巧みな駆け引きは、
どのような仕組みで構築されているのだろう
か。分子の言葉と大量データから読み解く。



アゲハチョウの食草選択と進化

チョウが食草を見分けるしくみを探るラボ

室長 研究員  尾崎 克久

奨励研究員   宇賀神 篤

研究補助員   廣嵜 由利恵

OBP (Odorant Binding 
Protein) 

1

(gustatory receptor = Gr)

1 (Papilio xuthus Gr1: 
PxutGr1) 2

RNA-seq

PxutGr1
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昆虫食性進化研究室の前で（2022年3月23日撮影）。



ハエとクモ、そして
ヒトの祖先を知ろう

細胞・発生・進化
研究室

室長　小田広樹

独自のモデル生物オオヒメグモを中心に細
胞、形作りの仕組みを調べ、昆虫や脊椎動
物と比較することによって、動物の多様化の
根底に存在する基本原理を探ります。
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細胞・発生・進化研究室の前で（2022年3月23日撮影）。





DNAから進化を探る

系統進化
研究室

室長　蘇 智慧

地球上の生物は38億年の年月とともに、一
本の木の枝分かれのように、ただ一つの共
通祖先から進化してきました。その枝分か
れがいつ、どこで生じたのかは生物進化を
理解するための最も重要な基礎情報です。
一方、生物は常に隣り合ったものや環境と
相互作用をしています。その相互作用は進
化の原動力にもなります。このような時間軸
と空間軸の視点から、我々は昆虫を始めと
する節足動物の系統関係、昆虫と植物の相
互作用、昆虫の飛翔機能の退化における進
化物語を読み解いています。

時
間
軸
と
空
間
軸
か
ら

進
化
を
理
解
す
る
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ストン keystone であるとも指摘されている

(Shanahan et al., 2001)。その中で昆虫類に限っ

て言えば、送粉を担わないゴール形成者や送

粉コバチの寄生者・癭食者、寄生者の高次寄

生者を含む「非送粉コバチ相」 (Bain et al., 

2015)があり、また、送粉コバチのメスを捕食

するクロツヤバエ(Okamoto et al., 2012)や、送

粉コバチや非送粉コバチを捕食するアリ類も

いる(Bain et al., 2014)。このように、イチジク

は実に多くの昆虫類と相互作用「網」を形成

している。しかし、この相互作用網に対する

総合的理解があまり進んでいない。特に日本

国内におけるイチジクと関連のある非送粉コ

バチとアリ類を調べた研究例は少ない。この

ような状況は、イチジクや送粉コバチ、その

他の生物との相互作用によって形成される生

態系の実態や進化・種分化機構への理解を妨

げる。

以上に述べた背景のもとに、本研究は分子

系統、集団遺伝、形態分類、遺伝子発現など

多角的な側面から、イチジク属とコバチを始

めとする昆虫類の共生関係の構築・維持機構

と進化・種分化機構の解明を目指して、複数

の研究テーマを実施している。ここではイチ

ジクとコバチの共生関係に関する今年度の研

究成果を報告する。

1-1. イチジクとコバチの絶対共生の揺らぎ

イチジクとコバチの絶対共生系は、種特異

性が高いため、同調した進化と種分化が両者

間で起きていたと考えられ、共進化と共種分

化のモデル系として、これまでに多くの研究

がなされてきた。近年の分子系統学研究の結

果、共進化や共種分化説がある程度支持され

る (eg. Azuma et al., 2010; Cruaud, et al., 2012)

一方、イチジクとコバチの間で系統関係の不

一致も見られ、また１種のイチジクが複数種

の コ バ チ と 共 生 す る ケ ー ス （ 共 送 粉

Copollination）、または複数種のイチジクが 1

種のコバチを共有するケース（コバチの共有

Pollinator sharing）も指摘されている (Su et al.,

2008; Cornille et al., 2012; Wachi et al., 2016）。

さらに、寄主植物の種を越えたコバチの送受

粉による植物の交雑が、イチジクとコバチの

進化過程において広く起きていたことも示唆

されている（Kusumi et al., 2012; Wang et al., 

2021）。これらの研究はコバチの寄主転換

（Host shift）による種分化を強く示唆してい

る。そこで、我々はコバチの寄主転換による

種分化のメカニズムの仮説を考えた。それは、

コバチの寄主転換がトリガーとなり、寄主植

物との種特異性の再構築 (Host-specificity 

reestablisiment)によって、種分化が生じるとい

うものである。この仮説を支持する証拠を得

るために、2017 年度から進めてきた本研究の

成果を下記にまとめた。

材料と方法

本研究の目的を達成するために、コバチの

寄主転換が起きる可能性があるだろうという

前提条件に基づいて、研究材料を選ばなけれ

ばならない。一般的に、種特異性の高い共生

関係は島嶼では崩壊や再構築が生じやすいと

考えられている。それは共生関係にある、全

く異なる生物種が同時・同調的に島間での移

動は難しいと考えているためである。例えば、

ある種のイチジクが、パートナーのコバチが

いない島に移入した場合、そこで別のコバチ

と共生関係を構築する可能性がある。また、

このような共生関係の再構築は近縁種間であ

ればあるほど起きやすいと思われる。そこで、

我々は台湾・琉球列島および中国大陸に分布

する、Ficus erecta complex という分類群に含

まれる６種の近縁イチジクとそれらのコバチ

を本研究の材料に選んだ（図１）。

イチジクに対しては、葉緑体 DNA、MIG-

seq、核 ITS 領域とマイクロサテライトマーカ

ー（SSR: Simple Sequence Repeat）を用いて、
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が育つ株が分かれる雌雄異株の種がある。約

750 種を含むイチジク属では、雌雄同株と雌

雄異株がそれぞれおよそ半分ずつの種数を占

めている。共送粉の現象は雌雄異株では生じ

にくいと考えられている。しかし、本研究の

結果から、異なるメカニズムによる３パター

ンの共送粉が雌雄異株で起きていることが判

明した。

パターン１：コバチのみの種分化による同

所 的 共 送 粉 ． 台 湾 固 有 の イ チ ジ ク F. 

vaccinioides の送粉コバチ B. yeni を解析した

ところ、全く異なる２つの系統が存在してい

ることが判明した。そのうちの１つの系統か

ら別種のコバチ B. nipponica が分岐したこと

も分かった（図２）。従って、この２系統のコ

バチは、それぞれ別種（B. yeni と B. sp.）とす

るのが妥当であると結論づけた。しかし、寄

主植物である F. vaccinioides は遺伝的分化が

全く検出されず、コバチと同調的な種分化が

生じていない。従って、これはコバチのみの

種分化（Duplication）によって生じた共送粉者

である。このパターンはこれまでの研究でも

指摘されているが、その殆どはコバチのみの

解析によるものである。本研究は、寄主植物

とそこから採集したコバチ両方に対して、詳

細な解析を行ったうえで導いた結論である。

パターン２：コバチの移入による同所的共

送粉．イヌビワ F. erecta は中国大陸、台湾、

日本の南西諸島をへて、関東まで分布を広げ

ている。台湾と日本ではイヌビワコバチ B. 

nipponica がイヌビワの送粉コバチとして知

られている。中国大陸では情報が少ないが、

B. silvestrianaがイヌビワの送粉コバチである

ことが香港から報告されている。我々のサン

プリング調査と遺伝的解析の結果、２種のコ

バチは遺伝的に大きく異なっていることが判

明し、形態的にも違いが観察されている。中

国福建省に生育しているイヌビワはこの２種

のコバチと共生関係を結んでいることが判明

した（図２）。２種のコバチは同一株のイヌビ

ワからも採集されているので、寄主植物に対

する識別に違いがないと思われる。２種は明

らかな同所的共送粉者である。B. nipponica が

中国大陸で採集できたのは初めての記録であ

る。集団遺伝解析の結果から、福建省にいる

B. nipponica は台湾から移入したものである

と判明した。また、B. nipponica の移入によっ

て、花粉も同時に運び込まれ、台湾と福建の

集団間の寄主植物の交雑が生じていることも

分かった。その結果、福建省の集団は、遺伝

的に台湾と近縁となり、同じ大陸の広東とは

大きく異なっていた。B. nipponica の台湾から

福建への移入は、恐らく台風による可能性が

大きいと考えられる。台湾の台風の記録を調

べたところ、平均で年に４個の台風が台湾を

経由して対岸の福建省に上陸しているが、逆

のケースはない。

パターン３：寄主植物の移入による異所的

共送粉．F. formosana というイチジクは、中国

大陸と台湾に分布しているが、南西諸島を含

む日本には生育していない。台湾と大陸間の

遺伝的分化が非常に小さいため、最近に大陸

から台湾に移入したと思われる（図２）。F. 

formosana の送粉コバチは B. taiwanensis とし

て台湾から記載されているが、中国大陸では

送粉コバチについて報告されていない。今回

の我々の研究によって、大陸の F. formosana

の送粉コバチは B. taiwanensis ではなく、B. 

silvestrianaであることが判明した（図２）。ま

た、B. taiwanensis は、寄主植物 F. formosana

が台湾に移入した後に、上記に述べたイヌビ

ワコバチ B. nipponica の寄主転換によって生

じたものであることも分かった。つまり、寄

主植物の台湾移入後、コバチの寄主転換が生

じた結果、地域間で異なる２種のコバチが同
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種のイチジクに送粉を担うことになった。

1-1-3. 種特異性の再構築が種分化を導く

コバチの寄主転換による種分化のメカニズ

ムを理解するのは本研究テーマの主要な目的

である。図２に示した研究結果の概要をみて

みよう。これら６種のイチジクとそれらの送

粉コバチの進化過程において、コバチの寄主

転換の進化イベントが２回起きたことが判明

した。1 回目は、寄主植物のイヌビワ F. erecta

が大陸から台湾に侵入した後に、台湾に生育

していた F. vaccinioides の送粉コバチ B. sp.

が移入してきた F. erecta への寄主転換である

（図２A）。その後、F. erecta に寄主転換した

コバチは、B. nipponica へと種分化し、寄主植

物の F. erecta と共に琉球列島をへて日本の関

東まで分布を拡大した。系統解析と集団遺伝

解析の結果、B. nipponica は B. sp.から分岐し

た系統であり、F. erecta と種特異性を構築し

ていることも明らかである（図２A）。つまり、

B. nipponica の種分化は、B. sp.の寄主転換、F. 

erecta との種特異性再構築、生殖隔離という

過程を辿って生じたものである（図２B）。コ

バ チ の 分 岐 年 代 を 推 定 し た と こ ろ 、 B. 

nipponica と B. sp.の種分化はおよそ 100 万年

前の出来事である（図２A）。

２回目の寄主転換は１回目のものと似てい

る。寄主植物 F. formosana が大陸から台湾に

移入した後、前述したイヌビワコバチ B. 

nipponica が F. formosana への寄主転換である

（図２A）。F. formosana に寄主転換したコバ

チは、現在 B. taiwanensis という独立した種と

して記載されている。しかし、我々の集団遺

伝 解 析 の 結 果 で は 、 B. nipponica と B. 

taiwanensis との遺伝的分化は、統計的に有意

ではあるもののほんの僅かであり、遺伝的に

は殆ど区別がつかない（図２A）。寄主植物の

F. formosana についても、大陸の集団と台湾

の集団間の遺伝的分化が非常に小さい。これ

らの研究結果から考えると、F. formosana の

移入と、それに続く B. nipponica の寄主転換

は、最近の出来事であり、B. taiwanensis の種

分化はまだ不完全な途中段階、つまり図２B

に示した「Host-shift and polliator sharing」で

あるかもしれない。今後、F. formosana と B. 

taiwanensis の種特異性を調べて検証していき

たい。

結論

今回の我々の研究結果では、近縁関係にあ

る６種のイチジク植物とそれらの送粉コバチ

の間に、同調的な種分化、つまり共種分化の

現象は全く見られなかった。その一方、５種

の イ チ ジ ク が １ 種 の コ バ チ を 共 有 す る

Pollinator sharing や、１種のイチジクが２種の

コバチと共生する Copollination、またコバチ

の寄主転換とそれによる種分化が判明した。

本研究は、コバチの寄主転換による種分化の

メカニズムを明らかにしただけでなく、イチ

ジク属植物とイチジクコバチ科との絶対共生

系における末端では、その共生関係がいかに

も揺らいでいることをも明らかにした。この

揺らぎこそはイチジクとコバチの絶対共生系

における種分化、さらに多様化の原動力では

ないかと我々は考えている。※本研究は現在

論文投稿中である。

1-2. ガジュマル F. microcarpa が 3 種のコバ

チと共生する

ガジュマルは日本に生育する３種の雌雄同

株のイチジクのうちの１種で、東南アジアや

中国大陸にも広く分布している。分布の北限

は九州の屋久島である。我々の以前の研究

（Azuma et al., 2010）から、八重山のガジュ

マルには 2 種の送粉コバチ（Eupristina spp.）

がいる可能性が示唆されていた。しかし、そ

れはサンプルの数と調査範囲が限られていた

ため、結論は出ていない。そこで、今回はこ
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社会に開かれた活動報告

日程 対象者 場所 行事名・内容 定量実績

2021/3/1 一般 BRH HP
ラボ日記「身近な生物である鰓脚類の進

化」
多数

2021/4/17 中高生 沖縄県

沖縄県立球陽高等学校・球陽中学校 生物

部の学生たちの研究へのアドバイスと参

考資料の提供

数名

2021/4/21 大学院生 豊中市
大阪大学理学研究科大学院講義

「生物科学特論 B3」
46 名

2021/5/19

2021/10/15
科学研究者 学術専門誌 学術論文査読 2 件 多数

2021/7/17 一般 BRH

館内講演

日曜開館オープニング記念イベント

「昆虫と植物のかけひきの妙」

約 20 名+

オンライ

ン発信

2021/8/3 一般 BRH HP
ラボ日記「好き嫌いが進化の原動力とな

るのか？」
多数

2021/12/15 一般 BRH HP
ラボ日記「イチジクコバチに寄生するダ

ニ」
多数
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カエルとイモリの
かたち作りを探る

形態形成
研究室

室長　橋本主税

分化応答能は細胞周期に依存することをプ
ラナリアの解析から見出した。単細胞の胞
子形成や細胞性粘菌の柄細胞の形成にお
いてもこの性質は確認できることから、全て
の動物細胞に共通する現象であると考えて
いる。また、「発生の砂時計モデル」で横の
広がりは多様性を示すため、ボトルネックに
あたる咽頭胚を形づくる過程は変異に対す
る寛容性が低いと思われる。実際に両生類
の原腸形成の解析から、脊索動物門に共通
する普遍性を見出した。発生現象に潜在す
る「意味」に焦点を当てて私たちは研究を進
めている。
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あろう。このような考えは脊椎動物の進化

を考える上で新しい視点を与えるかもしれ

ない。我々の原腸形成モデルからみると、原

腸形成過程での基本的な組織運動は共通で

あり、卵が持つ卵黄の量により見かけ上異

なって見えているだけであると考えられる。

卵黄の獲得による卵の巨大化、それに伴う

原腸形成期での細胞数の増加などによって、

何にも分化できず未分化状態を維持したま

ま初期発生過程を過ごす細胞が必然的に生

まれ、それが脊椎動物出現のきっかけにな

ったと考えてもそれほど間違ってはいない

かもしれない。また、プラナリアの自切に

hes遺伝子が関与していることもまた示さ

れたが、種々の動物において節構造を作る

過程にhes遺伝子が関わっている事実や、特

に脊椎動物の体節形成過程において hes遺

伝子の発現が振動することなど、hes遺伝子

による節構造の形成形成機構が進化的に保

存されている可能性も考えられる。三胚葉・

三体軸に加え頭部集中神経系（脳）を有する

最も原始的な多細胞生物の一つである扁平

動物プラナリアの研究から、脊椎動物の形

作りとの共通性が見えてきたことは進化を

考える上で非常に興味深い。
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社会に開かれた活動報告

日程 対象者 場所 行事名・内容 定量実績

2021/1/16 来館者 BRH 研究員レクチャー 5 名

2021/3/20
高等学校

教諭・生徒

龍谷大学付

属平安高等

学校

高等学校理科部生徒に対する研究指導

・龍谷大学付属平安高等学校

・京都先端科学大学附属高等学校

・ノートルダム女学院高等学校

約 20 名

2021/7/29

2021/7/30

全九州高等

学校教員
別府市 九州高等学校理科教育研究会

講演会聴

衆 50 名

研究会 HP

でも公開

2021/7/31
高等学校

教諭・生徒

龍谷大学付

属平安高等

学校

高等学校理科部生徒に対する研究指導

・龍谷大学付属平安高等学校

・京都先端科学大学附属高等学校

・ノートルダム女学院高等学校

約 20 名

2021/9/23 来館者 BRH 水槽室 水槽室見学案内 18 名

2021/10/9

16・23・30
来館者 BRH 水槽室 水槽室見学案内 21 名

2021/10/23
高等学校

生徒
BRH

高等学校理科部生徒に対する研究指導

・京都先端科学大学附属高等学校
2 名

2021/10/31
高等学校

教諭・生徒

龍谷大学付

属平安高等

学校

高等学校理科部生徒に対する研究指導

・龍谷大学付属平安高等学校

・京都先端科学大学附属高等学校

・ノートルダム女学院高等学校

約 20 名

2021/11/6

13・14

20・27

来館者 BRH 水槽室 水槽室見学案内 50 名

2021/12/4

25
来館者 BRH 水槽室 水槽室見学案内 17 名

2021/12/25
高等学校

教諭・生徒
BRH

高等学校理科部生徒に対する、プラナリ

ア研究のデータ共有と研究計画打合せ

・龍谷大学付属平安高等学校

・京都先端科学大学附属高等学校

10 名
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形態形成研究室の前で（2022年3月23日撮影）。



近藤顧問
研究室

室長　近藤寿人

鳥類胚で脳形成が始まる時期の、胚前半領
域のエピブラスト細胞の移動について、高
解像度・長時間のライブイメージング技術を
用いて、初めて詳細な研究が行われた。そ
の結果、エピブラスト細胞の長距離（mm）

に及ぶ移動とAME（anterior mesendoderm）

との相互作用によって、脳組織が形成され
ることが明らかになった。



脊椎動物の脳と頭部はどのようにしてできるか

近藤顧問研究室

顧 問      近藤 寿人

1. 概要

エピブラストは、胚の中の全ての体細胞を

生み出すもとの組織である。そのエピブラス

トの前方の領域から脳が生まれるが、その過

程は全く研究されて来なかった。本研究では、

まず、エピブラスト全体にわたってランダム

に離散的に蛍光標識する方法を開発した。そ

し て 、 エ ピ ブ ラ ス ト と AME (anterior 

mesendoderm) 組織の発生とを同時にライブ

イメージングして、細胞群の経時的な変化を

捉えた。そして、脳及び脳を取り巻く組織か

らなる頭部の発生に関わる細胞の移動と組織

間の相互作用を研究した。その結果、脳及び

頭部は、これまで想像されていたのとは全く

異なった調節機構のもとで、エピブラストか

ら発生するものであることが明らかになった

[1]。

2. 研究の背景

脊椎動物の脳と頭部はどのようにしてでき

るのか？胚発生の中でも重要なこの過程は、

実は全く研究されて来なかった。その背景に

は、「中枢神経系は脳から脊髄まで、同等

(equivalent)なプロセスでできる」、あるいは

「脳はオーガナイザーによって誘導される」

といった誤った言説の流布があったと推測さ

れるが、いずれにせよ、現代的なそして先入

観を排した方法で、この課題に取り組む必要

があった。

神経系の成立に不可欠な転写因子遺伝子

Sox2を活性化するためのエンハンサーN2 が、

ニワトリ胚やマウス胚のエピブラストの前半

分全体で活性を持つ[2][3]――つまり、Sox2を

発現させる潜在活性が、エピブラストの前半

分全体にある――にもかかわらず、通常の発

生での脳（前側の神経系）の前駆体が、前部

エピブラストのうち、ノードの前側に位置す

る領域に限定されている[4]。このことが、脳

の成立機構に重要なヒントを与えていると考

えて、以下の研究を行った。（本研究は、前任

地である京都産業大学で実施した研究に、

2021 年度に JT 生命誌研究館で日本学術振興

会からの科学研究費により実施した研究を追

加して完成した）。
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3. 研究の内容

(1) 実験１:前部エピブラストの細胞移動と

脳形成の関連をライブイメージングによっ

て解析する

まず、ニワトリ胚のエピブラスト（体の組

織のもと）を、万遍なくまばらに緑の蛍光タ

ンパク質 (EGFP)でマークする方法を開発し

た。国立遺伝学研究所の岩里・水野グループ

が開発していた、マウス胚の脳のクローンを

標識する方法[5]をもとに、上記の目的を満た

す よ う に 導 入 遺 伝 子 の 構 成 を 変 え た

(Supernova 法)。図 1A に示す３種類の遺伝子

を同時にエレクトロポレーション法を用いて

培養ニワトリ胚のエピブラストに導入すると、

3 時間以内にはかなりの細胞が輝点として標

識され、ライブイメージングによって、その

後の細胞移動を追跡することができるように

なった（図 1B）。この方法を用いて、孵卵 25

〜40 時間の間に起きる前部エピブラスト細

胞群の移動と、脳の形成との関係を分析した。

図１C は、標識された細胞の軌跡を描いたも

のである（自然科学研究機構生命創成探究セ

ンター 加藤輝氏の協力を得た）。胚の前側の

広い領域から胚の中心線に向かって、エピブ

ラストの細胞が集まり、早い時期に集まった

細胞が脳になり、遅れて集まってきた細胞が、

脳を覆う頭部外胚葉に発生することがわかっ

た。細胞が集まる部分のエピブラストは AME

（将来、脊索前板と前部脊索になる）という

組織に裏打ちさせている。

TRE CRE

CAG STOP EGFP IRES tTA

tTACAG

CAG EGFP IRES tTA pA

pA

Figure 1

pA

pA(a)

(b)

(c)

(c )

LoxPLoxP

LoxP

エピブラストをまばらに明るく標
識するSupernova法：
3種類のvectorsをepiblastに
electroporationしてEGFPを発現
する細胞を散在させる。

A
(i) st. 5 (ii) st. 6 (iii) st. 8

N

P

L

R

N A

B Supernova法で標識されたエピブラストからのニワトリ胚の発生

C Supernova法で標識されたエピブラスト細胞が中心線に向かって
集まって胚を作ることを示す軌跡

A 前側
P 後側
L 左側
R 右側
N st. 5での
ノードの位置

図１ Supernova法で標識されたエピブラスト細胞が、どのように移動して胚の部分を作るかを調べる

1 mm

1 mm
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であったとしても）主に宿主胚の細胞か

ら構成される２つ目の胚構造を生み出す

という働きをするもの。

- ２つ目の胚構造を構成する胚の部分とし

ては、(1)頭部、(2)骨格や筋肉のもととし

ての沿軸中胚葉組織、(3)心臓そのほかの

広汎な組織を生み出す側板中胚葉、（4）胴

体の中心線に沿って伸びる、もう一つの

中胚葉組織である脊索、(5)消化管のもと

になる内胚葉組織、(6)そのほか、胚をつ

くりあげるに必要な組織前駆体群、それ

らが作られなければならない。

鳥類は哺乳類の胚で原腸陥入（エピブラス

トの細胞が、その下層に落ち込んでゆく細胞

移動）が起きているのは、原条とその端に生

まれるノードという構造（細胞が入れ替わる

動的な組織）の場所だが、時間と場所で、そ

れぞれ生み出すものが異なっている。ニワト

リ胚で具体的に示すと次のようになる。

1. 孵卵 14−17 時間の原条：(3)(4)の中胚葉組

織を生み出す。

2. 孵卵 17 時間あたりに原条の先端にできか

けるノード：内胚葉組織（消化管の前駆体）

を生み出す。

3. 孵卵 20−27 時間にノードから前方に伸び

だす AME：エピブラスト細胞を集合させ

て、脳を中心とした頭部を生み出す。

4. 孵卵 25―30 時間のノード：後側の脊索を

生み出す。

これら、時間も場所もバラバラの、エピブラ

ストの下層への落ち込みに関わる胚領域の作

用を足すとやっと、両生類でいわれる「オー

ガナイザー」に近いものになる。言い換えれ

ば、ニワトリ胚には（そして鳥類胚、哺乳類

胚一般についても）「オーガナイザー」という

べき単一の組織は存在しない。さらに見方を

変えれば、両生類の発生は特殊な組織構成の

もとで進行するために、上に述べた１〜４の

異なった組織とそれらの働きが、狭い領域と

時間帯に凝縮されているために「オーガナイ

ザー」と表現したくなるような胚領域が見出

されるのではないかと考えられる。この考察

は、私たちの実験の結果からもたらされたも

のであるが、他の研究者も同じ結論に達して

いる。マウス胚と両生類胚を中心とした、現

代 的 な 研 究 結 果 を 詳 細 に 比 較 検 討 し た

Alfonso Martinez Arias（マウス胚の研究者）と

Ben Steventon（両生類胚の研究者）は、「両生

類のオーガナイザーが、異なった特異的な作

用を持つ要素が偶然に集まってできたもので

あるのに対して、オーガナイザーを構成する

それらの要素は、他の（脊椎動物）種では、

時間的にも空間的にも分散された状態で存在

している。」と結論している[7]。両生類胚につ

いても、個々の細胞の時々刻々の変化を追跡

した解析を行えば、他の脊椎動物種との共通

性が確認され、古典的な「オーガナイザー」

説から抜け出すことができるのではないかと

期待している。
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図 1 から図 5 までは、参考論文[1]の図をもと

に説明を加えたものである。

参考論文

1. Yoshihi K, Kato K, Iida H, Teramoto M, 
Kawamura A, Watanabe Y, Nunome M, 

Nakano M, Matsuda Y, Sato Y, Mizuno H, 

Iwasato T, Ishii Y, Kondoh H. Live imaging 

of avian epiblast and anterior mesendoderm 

grafting reveals the complexity of cell 

dynamics during early brain development. 

Development. 2022 Feb 8:dev.199999. doi: 

10.1242/dev.199999.

2. Uchikawa M, Ishida Y, Takemoto T, Kamachi 
Y, Kondoh H. Functional analysis of chicken 

Sox2 enhancers highlights an array of diverse 

regulatory elements that are conserved in 

mammals. Dev Cell. 2003 Apr;4(4):509-19. 

doi: 10.1016/s1534-5807(03)00088-1. 

3. Iwafuchi-Doi M, Yoshida Y, Onichtchouk D, 
Leichsenring M, Driever W, Takemoto T, 

Uchikawa M, Kamachi Y, Kondoh H. The 

Pou5f1/Pou3f-dependent but SoxB-

independent regulation of conserved 

enhancer N2 initiates Sox2 expression during 

epiblast to neural plate stages in vertebrates. 

Dev Biol. 2011 Apr 15;352(2):354-66. doi: 

10.1016/j.ydbio.2010.12.027.

4. Fernández-Garre P, Rodríguez-Gallardo L, 
Gallego-Díaz V, Alvarez IS, Puelles L. Fate 

map of the chicken neural plate at stage 4. 

Development. 2002 Jun;129(12):2807-22. 

doi: 10.1242/dev.129.12.2807. 

5. Mizuno H, Luo W, Tarusawa E, Saito YM, 
Sato T, Yoshimura Y, Itohara S, Iwasato T. 

NMDAR-regulated dynamics of layer 4 

neuronal dendrites during thalamocortical 

reorganization in neonates. Neuron. 2014 Apr 

16;82(2):365-79. doi: 

10.1016/j.neuron.2014.02.026. 

6. Huss D, Benazeraf B, Wallingford A, Filla M, 
Yang J, Fraser SE, Lansford R. A Transgenic 

quail model that enables dynamic imaging of 

amniote embryogenesis. Development. 2015 

Aug 15;142(16):2850-9. doi: 

10.1242/dev.121392. 

7. Martinez Arias A, Steventon B. On the nature 
and function of organizers. Development. 

2018 Mar 9;145(5):dev159525. doi: 

10.1242/dev.159525.

120



発表

IV
Publish



発 表

１．著書・共著・対談集など

永田和宏

（ ）『未来の科学者たちへ』 （大隅良典と共著）

（ ）『置行堀（おいてけぼり）永田和宏第十五歌集』現代短歌社

（ ）『ちょっといい話 第 集』東方出版（共著）

（ ）『学問の自由が危ない 日本学術会議問題の深層』晶文社（共著）

（ ）『知の体力（韓国語版）』

蘇智慧

（ ）『遺伝学の百科事典』（日本遺伝学会編集）丸善出版（共著）

※【 遺伝と多様性】執筆担当

２．論文

永田和宏

Yamashita, R., Fujii, S., Ushioda, R., & Nagata, K.
Ca2+ imbalance caused by ERdj5 deletion affects mitochondrial fragmentation
Scientific Reports 11, Article number: 20772 (2021)

Ito, S., & Nagata, K.
Quality control of procollagen in cells
Annu. Rev. Biochem. 90 : 631-658 (2021)

宇賀神篤，尾﨑克久

Ugajin, A., & Ozaki, K.
Co-expression of three odorant-binding protein genes in the foreleg gustatory sensilla of 
swallowtail butterfly visualized by multicolor FISH analysis
Frontiers in Insect Science 1: 696179 (2021)

小田広樹

Nishiguchi, S. and Oda, H.
Structural variability and dynamics in the ectodomain of an ancestral-type classical cadherin 
revealed by AFM imaging. 
Journal of Cell Science 134, jcs258388. https://doi.org/10.1242/jcs.258388 (2021)

蘇智慧

Uozumi, T., Ishiwata, K., Grygier, M.J., Sanoamuang, L.-O., & Su, Z.-H.
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Three nuclear protein-coding genes corroborate a recent phylogenomic model of the 
Branchiopoda (Crustacea) and provide estimates of the divergence times of the major 
branchiopodan taxa. 
Genes & Genetic Systems 96, 13-24 (2021)

Okamoto, T., & Su, Z.-H.
Chemical analysis of floral scents in sympatric Ficus species: highlighting different 
compositions of floral scents in morphologically and phylogenetically close species. 
Plant Systematics and Evolution 307, 45 (2021)

佐藤勇輝、橋本主税

Sato, Y., Umesono, Y., Kuroki, Y., Agata, K., & Hashimoto, C.
Proliferation maintains the undifferentiated status of stem cells: the role of the planarian cell 
cycle regulator Cdh1 
Dev. Biol. 482, 55-66 (2022)

３．評論・随筆

（１）新聞

永田和宏

「【喪の旅】言葉をたどる 妻がどんどん近くなる 思い出しては三十一文字に寂

しさ刻んだ 年」朝日新聞（ ）

「京産大 永田名誉教授が最終講義「研究続けていく」」毎日新聞（ ）

「【 考える】永田和宏京産大名誉教授 最終講義 科学も短歌も「 倍の

人生」」朝日新聞（ ）

「短歌と科学「人の 倍、人生を楽しめた」永田和宏・京産大名誉教授が最終講

義」朝日新聞（ ）

「【天眼】ヘンな奴ら」京都新聞（ ）

「【医療ルネサンス】 詠んで生きる・がん ４／５ 療養に歌は両刃の剣でも」

読売新聞（ ）

「【医療ルネサンス】 詠んで生きる・がん ５／５ 残された歌 家族を結ぶ」

読売新聞（ ）

「【天眼】マスクは冬の季語ならず」京都新聞（ ）

「常夜灯」高知新聞（ ）

「【天眼】言葉は究極のデジタルである」京都新聞（ ）

「書架散策 木村敏著『時間と自己』」しんぶん赤旗（ ）

「【天眼】失敗へのチャレンジ」京都新聞（ ）

「【追悼抄】益川敏英さん 年ノーベル物理学賞受賞 未知の粒子 大胆に予

言」読売新聞（ ）

「京産大「細胞の健康」保つ酵素特定 小胞体でカルシウムイオン調節 アルツハイ

マー治療に応用も」京都新聞（ ）

「【天眼】科学的な考え方を社会へ」京都新聞（ ）
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「歌人の永田和宏さん岐阜で講演 コロナ禍の日常 人間関係も変化」中日新聞

（ ）

蘇智慧

「（科学・医療）：共進化「特定の植物と昆虫 助け合い」」読売新聞

（ ）

（２）雑誌他

永田和宏

「タンパク質動態研究所とタンパク質科学研究」（鼎談：嶋田一夫・永田和宏・遠

藤斗志也）『タンパク質動態研究所年報』京都産業大学タンパク質動態研究所

（ ）

「最後の「はじめに」―退職にあたって」『タンパク質動態研究所年報』

京都産業大学タンパク質動態研究所（ ）

『新学術領域研究「温度を基軸とした生命現象の統合的理解」報告書』

新学術領域研究 温度を基軸とした生命現象の統合的理解事務局（ ）

「わが嵯峨野高等学校 ― おもしろい先生ばかりだった（特別寄稿）」

『京都府立嵯峨野高等学校創立 周年記念誌』京都府立嵯峨野高等学校（ ）

「死と時間」『月刊住職 月号』興山舎（ ）

「コロナ的非日常の日常」『學鐙』丸善出版（ ）

「二十二世紀への提言「記憶を更新しつづける歌」」

『坂の上の雲ミュージアム通信 小日本第 号』坂の上の雲ミュージアム（ 年

春号）

「コロナの時代をどう生きるか」『代々木 春号』明治神宮（ ）

「【学術の風景】オンライン国際会議と日本のサイエンス」『学術の動向』

公益財団法人日本学術協力財団（ ）

「文系・理系 学部、約 万 人が学ぶワンキャンパスが人材を育てる」

『 』プレジデント社（ ）

「「コラーゲン特異的分子シャペロン をターゲットとした繊維化疾患治療戦

略」伊藤進也・永田和宏 『胆肝膵』アーク・メディア（ ）

「短歌、恋人との出会い、落ちこぼれの経験が人生に計り知れない可能性を与えて

くれた」『京都大学創立 周年に寄せて』京都大学ホームページ（ ）

「新型コロナウィルス感染症に対する提言 」

※菅総理、田村大臣、河野大臣、西村大臣へ提出（ ）

「【梅花馥郁】漢字で遊ぶ」長岡天満宮社報『紅梅白梅』長岡天満宮（ ）

「かけがえのない友人たち ― 分野の草創期からリアルタイムに併走して来て」

『 』日本臨床ストレス応答学会（ ）

「自然の豊かさ、生活の豊かさは何気ない日常のなかにこそある」

『日本人の忘れもの 知恵会議』京都新聞出版センター（ ）

「こころにひかる物語「貴船の螢」」『かまくら春秋 月号』かまくら春秋社

（ ）

「【学術の風景】 と 」『学術の動向』

公益財団法人日本学術協力財団（ ）
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「【アトモスフィア】コントロールこそがサイエンスの基本である ― コロナ禍に

思う」

『生化学』公益社団法人日本生化学会（ ）

「わが人生最高の１０冊」『週刊現代』講談社（ ）

「研究者として、歌人として、 倍苦しんだけれど、 倍楽しむことができました

（岸本忠三先生と対談）」『千里ライフサイエンス振興財団ニュース』公益財団法

人千里ライフサイエンス振興財団（ ）

「「象徴の歌」から見える平成という時代（講演録）」『清水』清水寺

（ ）

「小胞体局在還元酵素 の機能不全は細胞内のカルシウムバランスを撹乱し、

ミトコンドリアをバラバラに断裂化することで細胞老化を亢進し個体寿命に影響を

与えることを解明」京都産業大学 広報（ ）

「【学術の風景】 構造生物学の大激震」『学術の動向』

公益財団法人日本学術協力財団（ ）

４．学会などの発表

（１）特別講演・シンポジウム講演等

永田和宏

日本臨床ストレス応答学会 特別講演「熱ショックタンパク質からプロテオスタシス

まで：領域発展の現場にあって 年」（ 大阪）

日本脳神経血管内治療学会 学術集会特別講演「科学者として〈いま〉何を考える

か」（ 福岡）

FASEB Meeting (Invited talk)“The Endoplasmic Reticulum”“Quality control of procollagen 
in the ER by Hsp47”（ オンライン）

熊本大学 Career motivational lecture “Science and Me”（Invited lecture）
“Zig-zag pathway of my research career: Looking for the scientific fun”

（ オンライン）

宇賀神篤，尾﨑克久

ナミアゲハの前肢に発現する味覚関連遺伝子群の発現解析

第 回日本応用動物昆虫学会大会（ ）

宇賀神篤

発熱はツラいが役に立つ－ニホンミツバチの集団防衛行動「熱殺蜂球形成」－

第 回日本応用動物昆虫学会大会 小集会「昆虫免疫夜話 」（ ）

アゲハチョウの食草認識に関わる味覚関連遺伝子群の解析

日本動物学会第 回大会 サテライトシンポジウム「非モデル生物を材料とした神

経行動学のイマとミライ」（ ）

尾崎克久

アゲハチョウ食性進化の可能性は共通祖先由来の解毒関連遺伝子に支えられていた
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第 回日本分子生物学会年会（ ）

小田広樹

藤原基洋、小田広樹 オオヒメグモ胚の形状変化は、体軸の向き情報を基に自己組

織化された細胞の力により達成される． 日本動物学会第 回大会（

オンライン）

赤岩孝憲、秋山 小田康子、小田広樹 オオヒメグモ胚における細胞の状態のゲノム

ワイドな多様性を空間的に把握する．日本動物学会近畿支部春季研究発表会

オンライン

蘇智慧

蘇智慧，佐々木綾子，楠見淳子、 、 、

「イチジク送粉コバチの寄主転換と種特異性再構築」

第 回日本生態学会オンライン大会（ ）

５．講演・講義・シンポジウム

（１）講演

永田和宏

九州大学アントプレナーシップ・キャリアデザイン講演会「 年先の自分を想像で

きますか？」（ オンライン）

滋賀医科大学 講演会 「”知の体力”と”問う力”―大学における研究と教育

―」（ 滋賀）

大阪倶楽部講演会 「よくできるとはどういうことか ― 学習から学問へ」

（ オンライン）

兵庫県立八鹿高等学校講演会「高校生にとって学ぶことの意義」（ 兵庫）

学園生涯学習フェスティバル（宇野喜代子氏と対談）（ 東京）

龍谷大学新入生講演会「大学で学ぶことの意味」（ オンライン）

東洋学園大学公開講座 「ことばの力 ― パンデミック禍の日常と表現」

（ オンライン）

上智大学グリーフケア研究所 春季公開講座 「伴侶の死：何が悲しいのか」

（ オンライン）

桐光学園高等学校 講演会「〈知の体力〉と〈問う力〉」（ 神奈川）

たかつき市民環境大学 講座「細胞の不思議」（ 館内）

学園国立本校 聞いて感じる、万葉集（ 日本朗読文化厚会名誉会長 加賀美幸

子氏と講義）（ 東京）

文化センター京都 「ことばの力 ― コロナの時代を生きるために」

（ 京都）

清水寺うらぼん法話「「象徴の歌」から見える平成という時代」（ 京都）

鳥居薬品新入社員研修講演会「〈知る〉と〈問う〉」（ オンライン）

京都府教職員互助組合 講演会 「コロナ禍で変わったこと、変わらなかったこと」

（ 、 京都）
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【第 期 内外のトップを囲む懇談会】「よくできるとはどういうことか ― 学習

から学問へ」（ 大阪）

近畿高等学校総合文化祭 滋賀大会文芸部門 記念講演「自分を表現するよろこび ―

短歌とともに半世紀」（ 滋賀）

京都大学 リーダー育成プログラム（中高生対象）講演会「 のために生命

を考える」（ 大阪）

令和 年度第 回古今伝授の里短歌大会記録講演 「コロナ的非日常の日常」

（ 岐阜）

千里ライフサイエンスフォーラム 「生命の内と外」（ オンライン）

亀岡生涯学習市民大学 「知の体力 ― 〈よくできる〉とはどういうことか」

（ 京都）

（２）講義

永田和宏

京都産業大学 全学共通講義 「大学で学ぶことの意義」（ オンライン）

大阪医科薬科大学 生命誌講義「タンパク質の一生」（ 大阪）

（３）シンポジウム

永田和宏

生命誌研究館 企画展記念催し「研究者が語る”昆虫と植物のかけひきの妙”」

（ 館内・オンライン ハイブリッド）

生命誌研究館・公益財団法人大隅基礎科学創成財団共催「生命誌から生命科学の

明日を拓くⅡ」大隅良典氏と対談（ オンライン）

（４）その他

永田和宏

歌会始（ 宮内庁・東京）

湯川秀樹旧宅保存（京都大学へ寄附）記者会見コメント（ ）

６．テレビ・ラジオ出演

（１）テレビ

永田和宏

「皇室日記」日本テレビ（ ）

「こころの時代 コロナの時代を詠む」アンコール放送 テレ（ ）

（２）ラジオ

永田和宏

「今、大切なこと、コロナの時代に」（宇多喜代子氏と対談） ラジオ第二放送

「わたしの図書館」著書『象徴のうた』朗読（井田由美日本テレビアナウンサー）

ラジオ日本（ 、 ）
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７．学会活動、社会貢献活動等

永田和宏

盛岡大学客員教授

日本医療研究開発機構（ ） 研究「プロテオスタシス」研究統括

（プログラムスーパーヴァイザー）

文部科学省 科学研究費補助金 新学術領域「温度を基軸とした生命現象の総合的

理解」外部評価委員

文部科学省 科学研究費補助金 新学術領域「予防を科学する炎症細胞社会学」外

部評価委員

文部科学省 科学研究費補助金 新学術領域「ケモテクノロジーが拓くユビキチン

フロンティア」外部評価委員・総括班員

文部科学省 科学研究費補助金 新学術領域「マルチモードオートファジー：多彩

な経路が織り成す自己分解系の理解」外部評価委員・総括班員

文部科学省 科学研究費補助金 新学術領域「マルチファセットプロテインズ」外

部評価委員・総括班員

ロレアル − ユネスコ女性科学者日本奨励賞審査委員長

安田記念医学財団 理事

大隅基礎科学創成財団 評議員

Scientific Reports, Editor
Genes to Cells, Associate Editor
Cell Structure and Function, Associate Editor
Cell Stress Society International, Senior Fellow
日本細胞生物学会 名誉会員（元学会長）

日本生化学会 評議員

日本結合組織学会 評議員

日本臨床ストレス応答学会 アドバイザー

京都府立嵯峨野高等学校「スーパーサイエンスハイスクール」運営委員会委員長

人間文化研究機構情報発信センター 運営委員会委員

自然文化研究機構 運営委員会委員

たかつき能楽を楽しむ会 顧問

湯川秀樹旧宅の保存と活用を願う市民の会 顧問

尾崎克久

科学誌 DNA Research 編集委員

小田広樹

大阪医科薬科大学 生物安全管理委員会外部委員

８．外部資金獲得状況
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永田和宏

科学研究費補助金・基盤研究

課題名：小胞体における活性酸素除去に関わる新たな分子機構の解明、研究代表

者：永田和宏、取得年度： 年

日本医療研究開発機構（ ）産学連携医療イノベーション創出プログラム・基本

スキーム（ ）

課題名：コラーゲン分泌阻害低分子による抗線維化薬、研究代表者：永田和宏、

取得年度： 年

武田科学振興財団・特定研究助成 Ⅰ

課題名：膜輸送を介したオルガネラ恒常性維持と細胞機能制御、共同研究者：永

田和宏（研究代表者：遠藤斗志也）、取得年度： 年

宇賀神篤

科学研究費補助金（若手研究）， 年– 年，代表者

課題名：チョウの食草選択的産卵行動を制御する高次情報処理機構の解明

小田広樹

科学研究費補助金 基盤 一般 分担 年度〜 年度

課題名：シングルセル解析による体節形成の多様性を統合する分子基盤の解明

秋山 小田康子

戦略的創造研究推進事業、個人型研究（さきがけ） 年 月〜 年 月

課題名：縞パターン形成の多様性を生み出すネットワーク

科学研究費補助金 基盤 一般 代表 年度〜 年度

課題名：シングルセル解析による体節形成の多様性を統合する分子基盤の解明

蘇智慧

基盤研究（ ）研究分担者

課題名 領域番号：植物と送粉者の種特異性における化合物のブレンドとキラリ

ティーの役割 、研究期間： 、研究代表者：岡本朋子（岐阜大

学）

基礎生物学研究所共同利用研究

課題名：オサムシの後翅退化の分子機構の進化の解明、年度： 年度、分類

類： 、所内対応者：新美輝幸
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■月別来館者数実績

一般来館 予約来館 月間計 一般来館 予約来館 月間計 営業日数

1月 372 110 482 148 12 160 20
1/12 大阪府高齢者大学校

2月 494 30 524 324 0 324 20

3月 0 0 0 483 5 488 22
3/9 JT和歌山支店、3/31 JT北関西支社より (大阪ガス関係者)

4月 0 0 0 235 27 262 18
4/6・19・20・27  JT茨木支店　
※4/27～6/21 臨時休館

5月 0 0 0 0 0 0 0
※4/27～6/21 臨時休館

6月 113 0 113 55 21 76 7
※4/27～6/21 臨時休館

7月 178 0 178 86 662 748 27
7/2 JT大阪第四支店、7/7 ONCC①、7/14 ボランティアグループ槻輪、
7/15 ONCC②・大阪府高齢者大学校・兵庫県立尼崎北高校（自由見学）、
7/31 山城ご一行

8月 409 0 409 378 0 378 19
※8/23～9/13 臨時休館

9月 275 0 275 199 4 203 13
※8/23～9/13、21、26 臨時休館
9/24 個人、9/28 個人

10月 296 8 304 469 129 598 26
10/6 ONCC、10/7 フルーツライフ、10/12 大阪府民カレッジ、
10/15 年中夢求隊、10/20芥川公民館、10/26 芦屋川カレッジ、
10/28 ONCC

11月 252 76 328 518 350 868 24
11/2 NPO茨城高齢者の会、11/4 大阪市立汎愛高校、11/6 京都技術士会、
11/13 いこい寝屋川、11/16 大阪シニア自然カレッジ・洛北高校附属中学校、
11/17 芥川公民館、11/19 大阪府民カレッジ・大阪府高齢者大学校、
11/24 大阪教育大学、11/27 京都大学SDGｓリーダー養成プログラム

12月 280 38 318 514 180 694 24
12/2 JT関連、12/8 尺谷自治体・大阪シニア自然カレッジ、
12/9 西宮市立西宮高校、12/10 香川県立観音寺第一高校、
12/11 オープンたかつき、12/14 エーザイ、12/16 近畿経済産業局・個人、
12/24 彦根東高校

合計 2,669 262 2,931 3,409 1,390 4,799 220

■年度別来館者数実績
営業日数 営業月数 月平均

B A/B
1993年度（11-3月）617 99 5 123 11月3日~3月31日
1994年度 6,407 245 12 534
1995年度 6,615 245 12 551
1996年度 5,948 246 12 496
1997年度 5,884 248 12 490
1998年度 5,465 248 12 455
1999年度 6,743 247 12 562
2000年度 6,069 245 12 506
2001年度 5,949 247 12 496
2002年度 6,912 248 12 576
2003年度 6,166 251 12 514
2004年度 8,440 248 12 703
2005年度 6,359 246 12 530
2006年度 6,283 247 12 524
2007年度 6,841 249 12 570
2008年度 7,665 249 12 639
2009年度 8,964 249 12 747
2010年度 9,159 248 12 763
2011年度 7,609 249 12 634
2012年度 11,332 255 12 944
2013年度（4-3月）7,273 258 12 606
2014年度（4-12月）8,503 198 9 945 決算期変更（4-3月→1-12月）
2015年度（1-12月）9,706 258 12 809
2016年度 11,250 257 12 938
2017年度 9,612 259 12 801
2018年度 9,853 259 12 821
2019年度 10,460 259 12 872
2020年度 2,931 187 9 326 2月28日~5月31日　コロナ対応により臨時休館
2021年度 4,799 220 4,799 9.5 505 4月27日～6月21日、8月23日～9月13日、21日、28日臨時休館

9,612
9,853
10,460
2,931

累計 209,814

11,250

6,359
6,283
6,841
7,665
8,964
9,159
7,609
11,332
7,273
8,503
9,706

8,440

617
6,407
6,615
5,948
5,884
5,465
6,743
6,069
5,949
6,912
6,166

前年実績 2021年度実績 主な予約来館者

年度 来館者数
備考A
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■グッズ・書籍の販売数量

【別添資料】

時間外
手当＋

全館活動、表現セクター実績

（個）

区　　　　分 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 年度計

2019年度

2020年度 ▲4
2021年度 ▲2

※

■グッズ・書籍の売上金額

（千円）

区　　　　分 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 年度計

2019年度

2020年度

2021年度
※

※販売数量・売上金額のマイナス値は取引先からの返品による。

▲50

0

50

100

150

200

250

300

350

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

個

2019年度

2020年度

2021年度

2021年度12月累計915点（対前年比 417点増）

2020年度12月累計498点

-50

0

50

100

150

200

250

300

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

千円

2019年度

2020年度

2021年度

2021年度12月累計563千円（対前年比168千円増）

2020年度12月累計395千円
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事務セクター

VI
Administrative Office



わたくしたちは、経営と事業、研究部門・表現部門を強力にサポートする事務の専門的集団です。

事務セクターの業務は、館運営・コンプライアンスの推進・従業員教育・総務業務・経理業務・秘書業務・

受付業務等、多岐にわたっており、それぞれの業務において適正な取り組み、安定したサービスの提供、

従業員サービスの向上に努めております。

また、宣伝・広報・イベント開催等の活動の支援と協力を積極的におこなっています。

142

事務セクター
会社の持続的成長のため、経営と現場、
ステークホルダーをつなぎ、
事業を支える

是非、お越しください。
ご来館

お待ちしております！！
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JT生命誌研究館年報　2021年度 143

会社の持続的成長のため、経営と現場、
ステークホルダーをつなぎ、
事業を支える

東門入り口の看板の前で（受付スタッフ／撮影：2022年3月31日）

展示ホール「生命誌の階段」の前で（事務セクター・メンバー／撮影：2022年3月31日）

エントランスのロゴマーク前で（受付スタッフ／撮影：2022年4月1日）
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SDGsへの貢献

VII
Contribution to SDGs



JT 生命誌研究館の SDGs への貢献

JT生命誌研究館は、1993 年の設立以来一貫して、生物種の多様性の重要性と、それに立脚し

た社会の持続可能性について訴えてきました。「SDGs」は 2015 年 9 月に国連で採択され、社会課

題解決へ向けた世界共通目標になりましたが、それに先んじた活動です。

これまでの活動をさらに発展させることによって、今後も「SDGs」の広がりに対して貢献して

まいります。

生物多様性の大切さ

地球上の生物は全て、約 38 億年前に生まれた共通祖先の末裔です。また、どの生物も細胞内

にある DNA で命を繋いできました。

生物は 38 億年の時間を掛けて、一千万種近くと推定されるまでに多様化しました。

「ヒト」は他の生物と同様に本来は「自然の一部にすぎない存在」なのですが、科学技術を

高度に発達させたことにより、自分たちが「特別の存在」であると考えるようになりました。

豊かな地球は生物の多様性により保たれています。しかし、この多様性は生物の繋がりの絶

妙なバランスの上に成り立っており、バランスが崩れ一旦破壊されると元に戻すことは難しい

と言われています。

「ヒト」は有史以来、自然と共に生活を営み地球に対して大きな負荷を掛けることはありませ

んでしたが、科学技術を利用した近年の爆発的な拡大を続ける経済活動に伴う過度な負荷により、

生物の多様性が急速に失われてきています。「ヒト」の活動により地球は今まさに危機に瀕して

いるのです。

社会全体が生物の多様性についてその重さを認識し、行動を変えれば危機を脱する可能性があ

ります。

JT 生命誌研究館には、生物の「共通性」と「多様性」に関する展示物が豊富にあるだけでなく、

様々なコンテンツ(設備・映像・図書・スタッフによる館内案内・イベント等)も有します。更に、

生物の「共通性」と「多様性」について他にはないユニークな視点から、また分かり易く説明を

することができる研究者が在籍していますので、生命科学を扱う研究者の間では一目置かれる存

在です。

このように JT 生命誌研究館は「ヒト」が「特別の存在」ではないことに気付くための、そし

て生物の多様性の大切さ・かけがえのなさについて考えるための契機を提供することができる場

所であると自負しております。
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BRH が貢献する「SDGs 目標」

陸の豊かさも守ろう

海に生まれ陸にも広まったとされる生命体は、38 億年の年月をかけて、一千万種を超え

るといわれる多様な生物種に発展してきました。このようにして生まれた生物種の多様性

によって、(1)生物種の住み分け、(2)生物種間の共生、(3)生物種間のバランスの取れた

食物連鎖――これらが安定して営まれるようになり、各々の生物種を繁栄させてきまし

た。生物全体の生存戦略の成果といえます。

JT 生命誌研究館は、設立時より時代を先取りして、この生物種の多様性の重要性、さら

にその中でのヒトの在り方について、学術的な基盤をもとに社会の洞察を促す活動を展開

してきました。当館では、常設展示の場で、初期の生命体から、さまざまな生き物が生み

出されてきた地球上の歴史を、標本やパネルを用いて具体的に示すとともに、館内案内ス

タッフによる「巡回ツアー」で一つ一つの展示の意義を説明しています。また、生き物の

多様性に関わる最新の研究を調査・発掘して、その現状を平易な表現で社会と共有する活

動を、積極的に行っています。さらに、生物種の住み分けや共生など、生物の多様性の重

要性を実感させるコンテンツについて、特別企画展を開催、映像を制作して上映、季刊誌

やホームページ上での定期的な掲載などを行っています。

当館の４つの研究室では、生物の多様性を生み出してきた進化についての研究を進めて

います。「昆虫食性進化研究室」では、チョウが種ごとに幼虫の食草を変えて住み分ける

ために、それぞれの母チョウが卵を産みつけるべき植物を瞬時に見分ける、鋭敏な感覚機

構の進化を研究しています。「系統進化研究室」では、イチジク属の種ごとに異なった寄

生バチに花粉を運ばせるという共生関係が、どのように進化してきたのかを研究していま

す。「細胞・発生・進化研究室」では、クモと昆虫の発生の仕組みの違いを、ゲノムの変

化の観点から研究しています。クモは、海から上陸した節足動物の祖先の一つであるカブ

トガニに近縁であり、海から上陸したばかりの節足動物から、どのようにして多様な昆虫

が進化していったのかを示す研究です。「形態形成研究室」では、両生類を中心に脊椎動

物種ごとの発生の仕組みを比較しています。脊椎動物が海から陸へと生活圏を変えるに伴

って卵から親に発生する基本的なプロセスは維持しながらどこを変化させてきたのかを研

究しています。これらの、生物が多様化する由来を明らかにする研究の成果は、専門誌に

発表するだけでなく、ホームページ上で平易に解説し、一般社会人向けの講演を行い、さ

らに以下に示す様々な方法で、社会に浸透させています。

近代以降のヒト社会の大きな変化によって、ヒトが生物の共生の破壊者になりかねない

今、当館が発するメッセージは、SDGs の目標の一つである「陸の豊かさも守ろう」につい

ての科学的な根拠となっています。また、当館も一員である JT グループの使命を記した

「JT グループミッション」は、『私たち JT グループの使命。それは、自然・社会・人間

の多様性に価値を認めお客様に信頼される「JT ならではのブランド」を生み出し、育て、

高め続けていくこと。』を掲げており、多様性に価値を認めることを前提としています。

上述した生物の多様性の大切さが示すことは、自然・社会・人間も多様性を持つことの大

切さを示す根拠にもなっています。

C o n t r i b u t i o n  t o  S D G s
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海の豊かさを守ろう

生命体は海に生まれ、植物、動物の順で陸に上がってきましたが、陸上の生物はなお海の

豊かさに、そしてまた海も陸上の生き物の営みに、相互に依存しあっています。その結果、

(1)生物種の住み分け、(2)生物種間の共生、(3)生物種間のバランスの取れた食物連鎖は、

海と陸とを繋いだ地球規模のスケールで行われています。豊かな森林と生物相を源とする

川によって海の生物資源が栄えています。

地上を覆う森林が CO2 を吸収する（グリーンカーボン）とともに、海洋の豊富なプランク

トンや藻類も CO2 を吸収する（ブルーカーボン）ことによって地球の温暖化が抑制されてい

ます。ブルーカーボンを効率よく生み出すのは、サンゴ礁など多様な動物と植物が共生する

海の世界である一方、地球の温暖化はその共生社会を容赦なく破壊します。

JT 生命誌研究館がさまざまなメディアを用いて発信している科学的な情報は、上で述べ

た、海の生き物の多様性の維持の重要性にも向けられています。

質の高い教育をみんなに

JT 生命誌研究館の表現セクターおよび研究セクターは、最先端の科学を基礎として、生

物の多様性に関わる様々な課題について、いろいろな切り口から掘り下げ、それらの現状に

ついて社会に発信しています。季刊誌やホームページでのわかりやすく噛み砕いた解説の

ほか、さまざまな「質の高い教育をみんなに」を与える活動を行っています。

先に述べた「巡回ツアー」の参加者の多くは、「社会人学級」の一環として、来館された

方々です。また、大学・高等学校・中学校からの「学外学習」として来館されたグループに

対しては、館長・顧問・研究員がそれぞれのレベルに応じた講演を行うとともに、研究の場

としての当館を紹介しています。また、様々な参加者を対象とした対外講演を定期的に開催

して、当館が関わる諸分野の現状について解説しています。特に若い世代に向けては、サマ

ースクールやオープンラボなどの形で、科学の現場を体験する機会を提供しています。

住み続けられるまちづくりを

JT 生命誌研究館は、国内外の関係機関(博物館、研究機関、教育機関、行政、地域、企業

等)が主催する様々な文化活動やイベントへ、できる限りの機会を捉えて積極的に参加して

います。パネル展示・映像上映・出張講演等を行い生物の多様性の重要性についての理解を

広め洞察を促すことにより地域貢献しています。また、当館４階のルーフガーデンに設置し

た「Ω食草園」は、生物の共生という学術的なメッセージを持った植生区画を都市空間に導

入した実例として注目され、高槻市の知名度およびイメージ向上の一翼を担っています。
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産業と技術革新の基盤をつくろう

全世界が合意した 2030 年までに達成すべき SDGs による未来像と現状の間に大きなギャ

ップがあり、このギャップを埋めるためには社会の在り方を変えるイノベーション創出が

不可欠です。産業界における科学研究の促進や社会インフラの構築においても「持続可能

性」は優先課題であり、JT 生命誌研究館は、この課題解決に向けての基礎研究を行ってい

ます。

パートナーシップで目標を達成しよう

JT 生命誌研究館は、設立以来、国内外の関係機関と連携し「生物種の多様性に立脚した

持続可能社会の構築」の重要性を唱えてきています。また、一貫したメッセージを学術研究

の国際的な公開や、ホームページ国際版によって発信することでグローバルなレベルでの

様々な施策に規範を与えています。

人間は自然の一部であり、地球 38 億年のいのちのつながりを経て存在し、多様性

豊かな自然の中で生かされています。全ての人を取り残さず、SDGs が目指す持続可

能な社会の実現に貢献するため、JT 生命誌研究館は下記の活動に取り組んでいます。
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「問い」を発掘する場
JT生命誌研究館 年報　2021年度版

〒 569-1125 大阪府高槻市紫町 1-1
Tel: 072-681-9750（代表）　www.brh.co.jp

開館時間 10：00－16：30　入館無料
休館日 毎週月曜日
 年末年始（12月29日－翌年の1月4日）
 臨時開館／休館はホームページで
 ご確認ください。
交通 JR京都線高槻駅より徒歩10分
 阪急京都線高槻市駅より徒歩18分
 JRのご利用が便利です。
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